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に
お
金
を
使
わ
な
い
」
と
答
え
て
お
り
、
そ
の
時
点
の
節
約
ム
ー
ド

が
う
か
が
え
る
。

　
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
家
計
の
状
況
は
少
し
ず
つ
好
転
し
て
い
る

よ
う
で
、
家
計
に
「
余
裕
が
あ
る
」
と
答
え
る
人
が
、
五
一
年
か
ら

五
三
年
に
か
け
て
一
七
％
か
ら
二
五
％
へ
と
増
え
、
「
赤
字
」
の
人

が
二
一
％
か
ら
一
六
％
へ
と
減
っ
て
い
る
（
表
３
－
３
）
。

　
そ
し
て
、
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
の
要
素
を
全
体
と
し
て
と
ら
え
た
生

活
の
満
足
感
は
、
こ
の
数
年
、
満
足
派
が
少
し
ず
つ
増
え
る
傾
向
に

あ
る
（
表
３
－
４
）
。

「
満
足
」
と
「
ま
あ
満
足
」
の
人
を
合
せ
る
と
、
四
八
年
の
五
五
％

が
五
三
年
の
七
〇
％
へ
と
増
え
て
い
る
。
全
国
民
の
暮
ら
し
の
満
足

感
で
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
表
わ
れ
て
お
り
、
満
足
派
は
四
九
年
の

五
四
％
が
五
三
年
の
六
四
％
へ
と
増
え
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
前
の

四
五
年
と
ほ
ぼ
同
じ
割
合
に
戻
っ
て
い
る
（
表
３
－
４
）
。

　
五
三
年
の
調
査
で
「
生
活
の
満
足
感
」
と
「
生
活
の
心
配
ご
と
」

の
関
係
を
み
る
と
（
図
表
は
省
略
）
、
生
活
に
不
満
を
も
っ
て
い
る

人
の
間
で
は
、
「
住
宅
」
「
子
供
の
教
育
」
「
仕
事
・
職
場
」
「
失

業
・
収
入
減
」
へ
の
不
満
が
平
均
よ
り
多
い
。
こ
れ
を
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
（
人
の
生
涯
の
段
階
）
別
に
み
る
と
、
学
生
と
独
身
期
の
人
に

「
仕
事
・
職
場
」
の
心
配
、
第
一
子
就
学
前
の
親
に
「
住
宅
」
、
第

一
子
就
学
前
と
小
中
学
生
の
親
に
「
子
供
の
教
育
」
、
第
一
子
独
立

し
た
親
に
「
失
業
・
収
入
減
」
、
老
齢
期
の
人
に
「
老
後
・
病
気
」

の
心
配
が
、
平
均
よ
り
多
く
現
わ
れ
て
い
る
。
「
イ
ン
フ
レ
・
物
価

高
」
は
、
生
活
の
満
足
派
・
不
満
派
を
問
わ
ず
、
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
を
問
わ
ず
、
ほ
ぼ
一
様
に
心
配
事
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

市
民
の
生
活
環
境
と
意
識

　
こ
の
十
数
年
で
百
万
人
以
上
の
人
口
が
増
え
た
横
浜
で
は
、
い
ま

の
所
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
九
年
以
内
と
い
う
住
民
が
五
四
％
も
い

て
、
新
住
民
が
い
ま
で
も
多
い
。
だ
が
、
い
ま
の
所
へ
横
浜
市
内
か

ら
移
っ
て
き
た
市
民
の
割
合
は
、
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
い
る
（
表

は
省
略
）
。
四
八
年
に
は
前
住
地
が
横
浜
市
内
で
あ
っ
た
住
民
は
五

五
％
だ
っ
た
の
が
、
五
三
年
に
は
六
一
％
に
増
え
て
い
る
の
だ
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
い
ま
の
所
に
住
み
続
け
る
つ
も
り
の

あ
る
市
民
は
、
「
た
ぶ
ん
」
と
い
う
人
も
含
め
て
六
八
％
で
あ
る
。

●
居
住
地
で
異
な
る
生
活
環
境
の
満
足
・
不
満

　
新
住
民
の
定
住
化
は
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
市
民
は
い
ま
住
ん
で
い
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る
所
の
環
境
を
ど
の
よ
う
に
み
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
市
内
の
居
住

地
を
八
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
て
、
一
五
の
生
活
環
境
項
目
に
つ
い
て
、

市
民
の
満
足
感
と
不
満
感
を
み
る
と
、
図
３
－
５
の
よ
う
に
な
る
。

　
ど
の
居
住
地
で
も
「
静
か
」
「
空
気
が
き
れ
い
」
「
緑
が
多
い
」

な
ど
の
自
然
環
境
と
、
「
駅
に
近
い
」
　
「
通
勤
・
買
物
に
便
利
」
な

ど
の
便
利
さ
に
つ
い
て
の
満
足
感
が
、
か
な
り
対
照
的
な
傾
向
を
示

し
て
い
る
。

　
一
戸
建
住
宅
地
で
は
、
新
し
い
住
宅
地
で
自
然
環
境
へ
の
満
足
感

が
大
き
く
て
便
利
さ
へ
の
満
足
感
が
小
さ
い
が
、
ふ
る
い
住
宅
地
で

は
逆
に
、
自
然
環
境
へ
の
満
足
感
が
小
さ
く
て
便
利
さ
へ
の
満
足
感

が
大
き
く
、
新
旧
住
宅
地
で
大
き
な
対
照
を
み
せ
て
い
る
。
新
旧
混

在
の
住
宅
地
で
は
そ
の
中
間
で
、
や
や
旧
住
宅
地
に
近
い
傾
向
だ
。

　
住
工
混
在
地
区
と
住
商
混
在
地
区
は
、
旧
住
宅
地
の
満
足
感
を
も

っ
と
極
端
に
し
た
よ
う
な
傾
向
で
、
自
然
環
境
へ
の
満
足
感
は
非
常

に
小
さ
く
、
便
利
さ
へ
の
満
足
感
は
か
な
り
大
き
い
。
一
方
、
農
家

や
山
林
の
多
い
所
は
新
住
宅
地
の
傾
向
を
も
っ
と
大
き
く
し
た
形
で
、

自
然
環
境
へ
の
満
足
感
が
非
常
に
大
き
く
て
便
利
さ
へ
の
満
足
感
は

き
わ
め
て
小
さ
い
。

　
ア
パ
ー
ト
や
社
宅
の
多
い
所
は
旧
住
宅
地
に
や
や
似
た
か
た
ち
。

中
高
層
団
地
で
は
自
然
環
境
・
便
利
さ
ど
ち
ら
の
満
足
感
も
、
他
と

比
べ
て
高
か
ら
ず
低
か
ら
ず
、
中
間
的
な
位
置
に
あ
る
。
全
市
平
均

で
は
こ
れ
ら
が
均
等
化
さ
れ
て
、
自
然
環
境
も
便
利
さ
も
同
じ
よ
う

な
満
足
感
と
な
っ
て
い
る
。

　
他
の
生
活
環
境
項
目
の
満
足
不
満
に
は
居
住
地
ご
と
に
そ
れ
ほ
ど

対
照
的
な
差
は
み
ら
れ
な
い
が
、
や
は
り
一
戸
建
住
宅
地
で
は
「
旧
」

よ
り
も
「
新
」
の
ほ
う
が
満
足
感
が
大
き
く
、
住
商
混
在
地
区
や
住

工
混
在
地
区
は
、
項
目
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
が
、
概
し
て
不
満
が
他

よ
り
大
き
い
。
中
高
層
団
地
は
か
な
り
満
足
感
が
大
き
い
ほ
う
だ
。

　
自
然
環
境
や
便
利
さ
の
項
目
は
、
満
足
感
、
不
満
感
ど
ち
ら
も
答

え
た
人
の
率
が
高
く
て
、
市
民
の
関
心
は
大
き
い
。
し
か
し
そ
の
他

の
生
活
環
境
項
目
は
満
足
も
不
満
も
少
い
。
中
で
も
「
街
並
み
」
は
、

ど
の
居
住
地
で
も
満
足
が
小
さ
い
ば
か
り
か
不
満
も
決
っ
た
よ
う
に

低
い
。
街
並
み
に
は
市
民
の
関
心
は
薄
い
と
い
え
る
。

●
幼
児
の
遊
び
場
に
満
足
、
小
中
学
生
の
公
園
に
不
満

　
こ
の
一
五
の
生
活
環
境
項
目
か
ら
六
つ
の
項
目
を
抜
き
だ
し
て
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
に
満
足
と
不
満
を
対
比
さ
せ
て
み
る
と
（
図
３

－
６
）
、
ど
の
項
目
も
ち
が
っ
た
パ
タ
ー
ン
で
変
化
す
る
の
が
興
味

深
い
。

「
公
園
・
遊
び
場
」
に
は
第
一
子
就
学
前
の
親
が
い
ち
ば
ん
満
足
し



て
お
り
、
第
一
子
小
中
学
生
の
親
が
い
ち
ば
ん
不
満
を
も
っ
て
い
る
。

幼
児
向
き
の
遊
び
場
は
あ
っ
て
も
小
中
学
生
が
遊
べ
る
公
園
は
不
足

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
」
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は
逆
に
、
第
一
子
就
学
前
の
親
に
い
ち
ば
ん
不
満
が
多
く
て
、
小
中

学
生
の
親
に
い
ち
ば
ん
満
足
が
大
き
い
。

「
医
院
の
近
さ
」
に
は
、
満
足
感
は
各
ス
テ
ー
ジ
に
あ
ま
り
差
が
な

い
の
に
、
不
満
は
第
一
子
就
学
前
の
親
や
小
中
学
生
の
親
に
大
き
い
。

「
緑
」
は
逆
に
、
不
満
が
各
ス
テ
ー
ジ
で
差
が
な
く
、
満
足
感
が
第

　
一
子
就
学
前
の
親
や
小
中
学
生
の
親
に
大
き
い
。

「
交
通
事
故
の
危
険
」
と
「
通
勤
の
便
」
は
、
満
足
が
多
い
ス
テ
ー

ジ
に
は
不
満
派
が
少
な
く
、
不
満
派
が
多
い
ス
テ
ー
ジ
に
は
満
足
派

が
少
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
満
足
・
不
満
が
併
行
し
て
ス
テ
ー
ジ
ご

と
に
増
減
す
る
パ
タ
ー
ン
だ
。

●
住
み
よ
い
所
は
働
く
人
に
は
不
便

　
市
民
が
生
活
環
境
を
大
づ
か
み
に
「
良
い
」
「
悪
い
」
と
評
価
す

る
と
き
、
生
活
環
境
の
何
が
良
け
れ
ば
全
体
と
し
て
「
良
い
」
と
感

じ
る
の
か
。
さ
き
の
一
五
の
生
活
環
境
項
目
と
こ
の
「
良
い
・
悪
い
」

の
評
価
を
ク
ロ
ス
し
て
、
そ
の
う
ち
傾
向
の
は
っ
き
り
出
て
い
る
六

項
目
を
示
し
た
の
が
図
３
－
７
で
あ
る
。

　
一
口
に
言
っ
て
、
「
老
人
や
身
障
者
」
に
と
っ
て
「
良
い
所
」
だ

と
感
じ
て
い
る
人
は
、
「
静
か
」
「
空
気
が
き
れ
い
」
「
自
然
に
恵

ま
れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
自
然
的
環
境
に
大
き
な
満
足
を
示
し
、
「
駅
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に
近
い
」
「
通
勤
・
買
物
に
便
利
」
と
い
っ
た
便
利
さ
に
は
あ
ま
り

満
足
し
て
い
な
い
（
グ
ラ
フ
は
省
略
し
た
が
、
「
子
供
に
と
っ
て
」

の
評
価
で
も
同
様
の
傾
向
と
な
っ
て
い
る
）
。
し
か
し
、
「
働
く
人

が
住
む
環
境
と
し
て
」
、
「
よ
い
所
」
だ
と
感
じ
て
い
る
人
の
、
自

然
的
環
境
へ
の
満
足
感
は
概
し
て
低
く
、
む
し
ろ
便
利
さ
へ
の
満
足

感
が
大
き
い
。
結
局
、
一
般
に
「
よ
い
住
宅
地
」
と
い
わ
れ
て
い
る

所
は
、
働
く
人
以
外
に
と
っ
て
住
み
よ
い
所
、
多
少
不
便
で
も
自
然

的
環
境
の
よ
い
所
で
あ
り
、
そ
う
い
う
所
は
働
く
人
に
は
不
便
な
所

だ
が
ガ
マ
ン
し
て
「
家
族
に
と
っ
て
よ
い
所
」
に
住
ん
で
い
る
｜

と
い
え
そ
う
だ
。

●
住
い
の
価
値
観
反
映
す
る
居
住
地
選
択

　
こ
の
よ
う
に
、
自
然
環
境
の
よ
い
所
は
不
便
で
あ
り
、
便
利
な
所

は
自
然
環
境
が
悪
い
と
い
っ
た
矛
盾
が
都
市
生
活
に
は
あ
る
。
実
際

に
人
々
は
ど
の
よ
う
に
矛
盾
す
る
条
件
の
中
で
住
い
を
決
め
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
便
利
さ
か
自
然
の
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
と
い
う
問
い
か

け
へ
の
回
答
と
現
実
に
住
ん
で
い
る
住
い
と
の
関
係
を
み
る
と
（
図

３
－
８
）
、
い
ま
郊
外
に
住
ん
で
い
る
人
は
当
然
な
が
ら
「
便
利
さ

よ
り
自
然
」
を
選
ぶ
気
持
を
持
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
い
ま
市
街
地

に
住
ん
で
い
る
人
は
、
「
自
然
を
」
選
ぶ
人
の
ほ
う
が
絶
対
値
で
は
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図3－9　いまの居住地の満足度別にみた住みたい環境

多
い
が
、
「
便
利
さ
を
」
と
い
う
人
も
全
市
平
均
よ
り
多
く
な
っ
て

い
る
。
現
実
の
住
い
は
居
住
地
選
択
の
価
値
観
を
あ
る
程
度
反
映
し

で
い
る
。

　
さ
て
図
３
－
９
は
、
「
便
利
さ
か
自
然
か
」
と
「
街
並
み
か
人
情

味
か
」
へ
の
回
答
と
い
ま
の
居
住
環
境
へ
の
満
足
感
と
の
関
係
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
詳
し
い
説
明
は
省
く
が
、
一
つ
興
味
深
い
こ
と

に
気
づ
く
。
そ
れ
は
、
左
側
の
グ
ラ
フ
の
「
自
然
よ
り
も
便
利
さ
」

を
選
ん
だ
人
の
居
住
環
境
へ
の
満
足
感
と
、
右
側
の
グ
ラ
フ
で
「
街

並
み
よ
り
も
人
情
味
」
を
選
ん
だ
人
の
居
住
環
境
へ
の
満
足
感
が
、

左
右
対
象
で
形
が
似
て
い
る
の
で
あ
る
（
例
え
ば
「
通
勤
に
便
利
」

と
い
う
満
足
感
を
も
っ
た
人
の
う
ち
三
五
・
三
％
が
左
で
「
自
然
よ

り
便
利
さ
」
を
選
び
、
右
で
も
三
五
・
七
％
が
「
街
並
み
よ
り
人
情

味
」
を
選
ん
で
い
る
）
。

　
便
利
さ
か
自
然
か
で
「
便
利
さ
」
を
選
ん
だ
人
が
街
並
み
か
人
情

味
か
で
も
「
人
情
味
」
を
選
ん
だ
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
が
、
「
便

利
で
人
情
味
の
あ
る
所
」
を
好
む
人
が
少
数
派
で
は
あ
る
が
存
在
す

る
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
不
便
だ
が
環
境
の
よ

い
所
」
を
好
む
人
が
大
勢
を
占
め
る
中
で
の
少
数
派
だ
。




